
○
厚
生
労
働
省
告
示
第
十
八
号

労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
六
十
五
条
第
二
項
及
び
第
六
十
五
条
の
二
第
二
項
、
作

業
環
境
測
定
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
労
働
省
令
第
二
十
号
）
第
三
十
条
並
び
に
特
定
化
学
物
質
障
害
予
防
規
則
（

昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
九
号
）
第
三
十
八
条
の
七
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
作
業
環
境
測
定
基
準

等
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
一
月
二
十
七
日

厚
生
労
働
大
臣

加
藤

勝
信

作
業
環
境
測
定
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

（
作
業
環
境
測
定
基
準
の
一
部
改
正
）

第
一
条

作
業
環
境
測
定
基
準
（
昭
和
五
十
一
年
労
働
省
告
示
第
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

第
八
条

電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
第
五
十
三
条
第
一
号
に
掲
げ
る
作
業
場

第
八
条

電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
第
五
十
三
条
第
一
号
に
掲
げ
る
作
業
場

に
お
け
る
外
部
放
射
線
に
よ
る
線
量
当
量
率
又
は
線
量
当
量
の
測
定
に
用
い

に
お
け
る
外
部
放
射
線
に
よ
る
線
量
当
量
率
又
は
線
量
当
量
の
測
定
は
、
次

る
機
器
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定

の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る

め
る
測
定
機
器
を
用
い
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

測
定
機
器
を
用
い
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
削
る
）

区

分

測

定

機

器

中
性
子
線

計
数
管
式
中
性
子
測
定
器
、
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン

式
中
性
子
測
定
器
、
熱
ル
ミ
ネ
ッ
セ
ン
ス
線
量
計

又
は
フ
ィ
ル
ム
バ
ッ
ジ

ガ

ン

マ

線

又

は

電
離
箱
式
照
射
線
量
率
計
、
ガ
イ
ガ
・
ミ
ュ
ラ
ー

エ
ッ
ク
ス
線

計
数
管
式
線
量
率
計
、
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
式
線

量
率
計
、
電
離
箱
式
照
射
線
量
計
、
熱
ル
ミ
ネ
ッ

セ
ン
ス
線
量
計
、
フ
ィ
ル
ム
バ
ッ
ジ
又
は
蛍
光
ガ

ラ
ス
線
量
計

一

ベ
ー
タ
線

七
十
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
率
又
は
七
十
マ
イ
ク

（
新
設
）

ロ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
を
適
切
に
測
定
で
き
る
も
の

二

中
性
子
線

一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
率
又
は
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト

（
新
設
）

ル
線
量
当
量
を
適
切
に
測
定
で
き
る
も
の

三

ガ
ン
マ
線
又
は
エ
ッ
ク
ス
線

一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
率
若
し

（
新
設
）

く
は
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
又
は
七
十
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
線
量

当
量
率
若
し
く
は
七
十
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
線
量
当
量
を
適
切
に
測
定
で

き
る
も
の

（
特
定
化
学
物
質
の
濃
度
の
測
定
）

（
特
定
化
学
物
質
の
濃
度
の
測
定
）

第
十
条

（
略
）

第
十
条

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
項
に
規
定
す
る
測
定
の
う
ち
、
令
別

（
新
設
）

表
第
三
第
一
号
６
又
は
同
表
第
二
号
３
の
２
、
９
か
ら

ま
で
、

、

の

11

13

13



２
、

、

、

、

若
し
く
は

の
２
に
掲
げ
る
物
（
以
下
こ
の
項
に
お

19

21

22

23

27

い
て
「
低
管
理
濃
度
特
定
化
学
物
質
」
と
い
う
。
）
の
濃
度
の
測
定
は
、
次

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

試
料
空
気
の
採
取
等
は
、
単
位
作
業
場
所
に
お
い
て
作
業
に
従
事
す
る

労
働
者
の
身
体
に
装
着
す
る
試
料
採
取
機
器
等
を
用
い
る
方
法
に
よ
り
行

う
こ
と
。

二

前
号
の
規
定
に
よ
る
試
料
採
取
機
器
等
の
装
着
は
、
単
位
作
業
場
所
に

お
い
て
、
労
働
者
に
ば
く
露
さ
れ
る
低
管
理
濃
度
特
定
化
学
物
質
の
量
が

ほ
ぼ
均
一
で
あ
る
と
見
込
ま
れ
る
作
業
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
適
切
な
数

の
労
働
者
に
対
し
て
行
う
こ
と
。
た
だ
し
、
そ
の
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
五

人
を
下
回
つ
て
は
な
ら
な
い
。

三

第
一
号
の
規
定
に
よ
る
試
料
空
気
の
採
取
等
の
時
間
は
、
前
号
の
労
働

者
が
一
の
作
業
日
の
う
ち
単
位
作
業
場
所
に
お
い
て
作
業
に
従
事
す
る
全

時
間
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
作
業
に
従
事
す
る
時
間
が
二
時
間
を

超
え
る
場
合
で
あ
つ
て
、
同
一
の
作
業
を
反
復
す
る
等
労
働
者
に
ば
く
露

さ
れ
る
低
管
理
濃
度
特
定
化
学
物
質
の
濃
度
が
ほ
ぼ
均
一
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
な
と
き
は
、
二
時
間
を
下
回
ら
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
当
該
試
料

空
気
の
採
取
等
の
時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

四

単
位
作
業
場
所
に
お
い
て
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
の
数
が
五
人
を
下

回
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
第
二
号
た
だ
し
書
及
び
前
号
本
文
の
規
定
に
か

か
わ
ら
ず
、
一
の
労
働
者
が
一
の
作
業
日
の
う
ち
単
位
作
業
場
所
に
お
い

て
作
業
に
従
事
す
る
時
間
を
分
割
し
、
二
以
上
の
第
一
号
の
規
定
に
よ
る

試
料
空
気
の
採
取
等
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
当
該
試
料
空
気
の
採
取
等
は

、
当
該
二
以
上
の
採
取
さ
れ
た
試
料
空
気
の
数
と
同
数
の
労
働
者
に
対
し

て
行
わ
れ
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

五

低
管
理
濃
度
特
定
化
学
物
質
の
発
散
源
に
近
接
す
る
場
所
に
お
い
て
作

業
が
行
わ
れ
る
単
位
作
業
場
所
に
あ
つ
て
は
、
前
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
ほ
か
、
当
該
作
業
が
行
わ
れ
る
時
間
の
う
ち
、
空
気
中
の
低
管
理

濃
度
特
定
化
学
物
質
の
濃
度
が
最
も
高
く
な
る
と
思
わ
れ
る
時
間
に
、
試

料
空
気
の
採
取
等
を
行
う
こ
と
。

六

前
号
の
規
定
に
よ
る
試
料
空
気
の
採
取
等
の
時
間
は
、
十
五
分
間
と
す



る
こ
と
。

６
～
９

（
略
）

５
～
８

（
略
）

（
鉛
の
濃
度
の
測
定
）

（
鉛
の
濃
度
の
測
定
）

第
十
一
条

（
略
）

第
十
一
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
十
条
第
五
項
各
号
の
規
定
は
、
第
一
項

（
新
設
）

に
規
定
す
る
測
定
に
つ
き
、
準
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
同
条
第
五
項
中
「
令
別
表
第
三
第
一
号
６
又
は
同
表
第
二
号
３
の
２
、

９
か
ら

ま
で
、

、

の
２
、

、

、

、

若
し
く
は

の
２
に
掲

11

13

13

19

21

22

23

27

げ
る
物
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
低
管
理
濃
度
特
定
化
学
物
質
」
と
い
う

。
）
」
と
あ
る
の
は
、
「
鉛
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
有
機
溶
剤
等
の
濃
度
の
測
定
）

（
有
機
溶
剤
等
の
濃
度
の
測
定
）

第
十
三
条

（
略
）

第
十
三
条

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
十
条
第
五
項
各
号
の
規
定
は
、
第
一
項

（
新
設
）

に
規
定
す
る
測
定
の
う
ち
塗
装
作
業
等
有
機
溶
剤
等
の
発
散
源
の
場
所
が
一

定
し
な
い
作
業
が
行
わ
れ
る
単
位
作
業
場
所
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の
に
つ

き
、
準
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
五
項
中
「

令
別
表
第
三
第
一
号
６
又
は
同
表
第
二
号
３
の
２
、
９
か
ら

ま
で
、

、

11

13

の
２
、

、

、

、

若
し
く
は

の
２
に
掲
げ
る
物
（
以
下
こ
の
項

13

19

21

22

23

27

に
お
い
て
「
低
管
理
濃
度
特
定
化
学
物
質
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
、

「
令
別
表
第
六
の
二
第
一
号
か
ら
第
四
十
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
有
機
溶
剤
（

特
化
則
第
三
十
六
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
有
機
則
第
二
十
八
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
る
測
定
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
特
別
有
機
溶
剤
を
含
む
。

）
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

６

第
十
条
第
六
項
か
ら
第
九
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
三
項
の
許
可
に
つ
い
て

５

第
十
条
第
五
項
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
は
、
第
三
項
の
許
可
に
つ
い
て

準
用
す
る
。

準
用
す
る
。

別
表
第
一
（
第
十
条
関
係
）

別
表
第
一
（
第
十
条
関
係
）



物

の

種

類

試
料
採
取
方
法

分

析

方

法

物

の

種

類

試
料
採
取
方
法

分

析

方

法

（
略
）

（
略
）

三
・

―
ジ
ク
ロ
ロ
―

固
体
捕
集
方
法

ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ

三
・

―
ジ
ク
ロ
ロ
―

ろ
過
捕
集
方
法

吸
光
光
度
分
析
方
法
、

三′

三′

四
・

―
ジ
ア
ミ
ノ
ジ

分
析
方
法

四
・

―
ジ
ア
ミ
ノ
ジ

ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ

四′

四′

フ
ェ
ニ
ル
メ
タ
ン

フ
ェ
ニ
ル
メ
タ
ン

分
析
方
法
又
は
高
速
液

体
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
分

析
方
法

（
略
）

（
略
）



（
作
業
環
境
測
定
士
規
程
の
一
部
改
正
）

第
二
条

作
業
環
境
測
定
士
規
程
（
昭
和
五
十
一
年
労
働
省
告
示
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
講
習
）

（
講
習
）

第
三
条

作
業
環
境
測
定
法
第
五
条
の
講
習
（
以
下
「
講
習
」
と
い
う
。
）
は

第
三
条

作
業
環
境
測
定
法
第
五
条
の
講
習
（
以
下
「
講
習
」
と
い
う
。
）
は

、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
講
習
の
科
目
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
、
同
表
の
中

、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
講
習
の
科
目
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
、
同
表
の
中

欄
に
定
め
る
範
囲
に
つ
い
て
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
時
間
に
よ
り
行
う
も
の

欄
に
定
め
る
範
囲
に
つ
い
て
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
時
間
に
よ
り
行
う
も
の

と
す
る
。

と
す
る
。

講
習
の
科
目

範

囲

時

間

講
習
の
科
目

範

囲

時

間

（
略
）

（
略
）

作
業
環
境
に
つ
い

作
業
環
境
測
定
の
目
的

個
人
サ
ン

八
時
間

（
新
設
）

て
行
う
デ
ザ
イ
ン

プ
リ
ン
グ
法
（
規
則
第
三
条
第
一
項

及
び
サ
ン
プ
リ
ン

第
一
号
イ
に
規
定
す
る
個
人
サ
ン
プ

グ
の
実
務
の
う
ち

リ
ン
グ
法
を
い
う
。
次
の
項
に
お
い

個
人
サ
ン
プ
リ
ン

て
同
じ
。
）
に
係
る
デ
ザ
イ
ン
の
方

グ
法
に
係
る
も
の

法

個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
法
に
係
る

サ
ン
プ
リ
ン
グ
の
方
法

簡
易
測
定

機
器
と
そ
の
取
扱
い

作
業
環
境
に
つ
い

作
業
環
境
測
定
の
目
的

デ
ザ
イ
ン

（
略
）

作
業
環
境
に
つ
い

作
業
環
境
測
定
の
目
的

デ
ザ
イ
ン

（
略
）

て
行
う
デ
ザ
イ
ン

（
個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
法
を
除
く
。

て
行
う
デ
ザ
イ
ン

の
方
法

サ
ン
プ
リ
ン
グ
の
方
法

及
び
サ
ン
プ
リ
ン

）
の
方
法

サ
ン
プ
リ
ン
グ
（
個
人

及
び
サ
ン
プ
リ
ン

簡
易
測
定
機
器
と
そ
の
取
扱
い

グ
の
実
務
の
う
ち

サ
ン
プ
リ
ン
グ
法
を
除
く
。
）
の
方

グ
の
実
務

個
人
サ
ン
プ
リ
ン

法

簡
易
測
定
機
器
と
そ
の
取
扱
い

グ
法
以
外
の
も
の

に
係
る
も
の

規
則
別
表
第
一
号

（
略
）

別
表
第
一
号
の
作

（
略
）

の
作
業
場
の
作
業

業
場
の
作
業
環
境

環
境
に
つ
い
て
行

に
つ
い
て
行
う
分

う
分
析
の
実
務

析
の
実
務

規
則
別
表
第
二
号

（
略
）

別
表
第
二
号
の
作

（
略
）



の
作
業
場
の
作
業

業
場
の
作
業
環
境

環
境
に
つ
い
て
行

に
つ
い
て
行
う
分

う
分
析
の
実
務

析
の
実
務

規
則
別
表
第
三
号

（
略
）

別
表
第
三
号
の
作

（
略
）

の
作
業
場
の
作
業

業
場
の
作
業
環
境

環
境
に
つ
い
て
行

に
つ
い
て
行
う
分

う
分
析
の
実
務

析
の
実
務

規
則
別
表
第
四
号

（
略
）

別
表
第
四
号
の
作

（
略
）

の
作
業
場
の
作
業

業
場
の
作
業
環
境

環
境
に
つ
い
て
行

に
つ
い
て
行
う
分

う
分
析
の
実
務

析
の
実
務

規
則
別
表
第
五
号

（
略
）

別
表
第
五
号
の
作

（
略
）

の
作
業
場
の
作
業

業
場
の
作
業
環
境

環
境
に
つ
い
て
行

に
つ
い
て
行
う
分

う
分
析
の
実
務

析
の
実
務

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）



（
作
業
環
境
評
価
基
準
の
一
部
改
正
）

第
三
条

作
業
環
境
評
価
基
準
（
昭
和
六
十
三
年
労
働
省
告
示
第
七
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

第
四
条

前
二
条
の
規
定
は
、
Ｃ
測
定
（
作
業
環
境
測
定
基
準
第
十
条
第
五
項

（
新
設
）

第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
規
定
に
よ
り
行
う
測
定
（
作
業
環
境
測
定
基
準

第
十
一
条
第
三
項
及
び
第
十
三
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

。
）
を
い
う
。
）
及
び
Ｄ
測
定
（
作
業
環
境
測
定
基
準
第
十
条
第
五
項
第
五

号
及
び
第
六
号
の
規
定
に
よ
り
行
う
測
定
（
作
業
環
境
測
定
基
準
第
十
一
条

第
三
項
及
び
第
十
三
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
を
い

う
。
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
条
第
一
項
第
一

号
中
「
Ａ
測
定
（
作
業
環
境
測
定
基
準
第
二
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
二
号

ま
で
の
規
定
に
よ
り
行
う
測
定
（
作
業
環
境
測
定
基
準
第
十
条
第
四
項
、
第

十
条
の
二
第
二
項
、
第
十
一
条
第
二
項
及
び
第
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
Ｃ
測

定
（
作
業
環
境
測
定
基
準
第
十
条
第
五
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
規
定

に
よ
り
行
う
測
定
（
作
業
環
境
測
定
基
準
第
十
一
条
第
三
項
及
び
第
十
三
条

第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」

と
、
同
項
第
二
号
中
「
Ａ
測
定
及
び
Ｂ
測
定
（
作
業
環
境
測
定
基
準
第
二
条

第
一
項
第
二
号
の
二
の
規
定
に
よ
り
行
う
測
定
（
作
業
環
境
測
定
基
準
第
十

条
第
四
項
、
第
十
条
の
二
第
二
項
、
第
十
一
条
第
二
項
及
び
第
十
三
条
第
四

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
と
あ

る
の
は
「
Ｃ
測
定
及
び
Ｄ
測
定
（
作
業
環
境
測
定
基
準
第
十
条
第
五
項
第
五

号
及
び
第
六
号
の
規
定
に
よ
り
行
う
測
定
（
作
業
環
境
測
定
基
準
第
十
一
条

第
三
項
及
び
第
十
三
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
」
と
、
「
Ｂ
測
定
の
測
定
値
」
と
あ
る
の
は
「
Ｄ
測
定

の
測
定
値
」
と
、
「
（
二
以
上
の
測
定
点
に
お
い
て
Ｂ
測
定
を
実
施
し
た
場

合
に
は
、
そ
の
う
ち
の
最
大
値
。
以
下
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
（
二
人

以
上
の
者
に
対
し
て
Ｄ
測
定
を
実
施
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
う
ち
の
最
大
値

。
以
下
同
じ
。
）
」
と
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
測
定
点
が
あ
る
単

位
作
業
場
所
」
と
あ
る
の
は
「
測
定
値
が
あ
る
単
位
作
業
場
所
」
と
、
同
条



第
二
項
か
ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
中
「
測
定
点
に
お
け
る
測
定
値
」
と
あ
る

の
は
「
測
定
値
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
測
定
点
ご
と
に
」
と
あ
る
の
は
「

測
定
値
ご
と
に
」
と
、
前
条
中
「l

o
g
Ｅ
Ａ

１

」
と
あ
る
の
は
「l

o
g
Ｅ
Ｃ

１

」

「
Ａ１

と
、
「l

o
g
Ｅ
Ａ

２

」
と
あ
る
の
は
「l

o
g
Ｅ
Ｃ

２

」
と
、

と
あ
る
の
は

」
Ｅ

「

「

「

Ｃ１

Ａ２

Ｃ２

と
、

と
あ
る
の
は

と
、
「
Ａ
測
定
の
測
定
値
」
と
あ

」

」

」

Ｅ

Ｅ

Ｅ

る
の
は
「
Ｃ
測
定
の
測
定
値
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。



（
イ
ン
ジ
ウ
ム
化
合
物
等
を
製
造
し
、
又
は
取
り
扱
う
作
業
場
に
お
い
て
労
働
者
に
使
用
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

呼
吸
用
保
護
具
の
一
部
改
正
）

第
四
条

イ
ン
ジ
ウ
ム
化
合
物
等
を
製
造
し
、
又
は
取
り
扱
う
作
業
場
に
お
い
て
労
働
者
に
使
用
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
呼
吸
用
保
護
具
（
平
成
二
十
四
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
百
七
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す

る
。



（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

前
号
の
規
定
は
、
Ｃ
測
定
（
作
業
環
境
測
定
基
準
第
十
条
第
五
項
第
一
号

（
新
設
）

か
ら
第
四
号
ま
で
の
規
定
に
よ
り
行
う
測
定
を
い
う
。
）
及
び
Ｄ
測
定
（
作

業
環
境
測
定
基
準
第
十
条
第
五
項
第
五
号
及
び
第
六
号
の
規
定
に
よ
り
行
う

測
定
を
い
う
。
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
号
イ
中

「
Ａ
測
定
（
作
業
環
境
測
定
基
準
第
十
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
作
業

環
境
測
定
基
準
第
二
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
二
号
ま
で
の
規
定
に
よ
り
行

う
測
定
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
Ｃ
測
定
（
作
業
環
境
基

準
第
十
条
第
五
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
規
定
に
よ
り
行
う
測
定
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
」
と
、
「
作
業
環
境
評
価
基
準
（
昭
和
六
十
三
年
労
働

省
告
示
第
七
十
九
号
）
第
二
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
作
業
環
境
評
価
基

準
（
昭
和
六
十
三
年
労
働
省
告
示
第
七
十
九
号
）
第
四
条
に
お
い
て
読
み
替

え
て
準
用
す
る
作
業
環
境
評
価
基
準
第
二
条
第
一
項
」
と
、
同
号
ロ
中
「
Ａ

測
定
」
と
あ
る
の
は
「
Ｃ
測
定
」
と
、
「
Ｂ
測
定
（
作
業
環
境
測
定
基
準
第

十
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
作
業
環
境
測
定
基
準
第
二
条
第
一
項
第
二

号
の
二
の
規
定
に
よ
り
行
う
測
定
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
と
あ
る
の
は

「
Ｄ
測
定
（
作
業
環
境
測
定
基
準
第
十
条
第
五
項
第
五
号
及
び
第
六
号
の
規

定
に
よ
り
行
う
測
定
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
と
、
「
Ｂ
測
定
の
測
定
値

（
二
以
上
の
測
定
点
に
お
い
て
Ｂ
測
定
を
実
施
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
う
ち

の
最
大
値
）
」
と
あ
る
の
は
「
Ｄ
測
定
の
測
定
値
（
二
人
以
上
の
者
に
対
し

て
Ｄ
測
定
を
実
施
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
う
ち
の
最
大
値
）
」
と
、
そ
れ
ぞ

れ
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

四

（
略
）

三

（
略
）



附

則

（
適
用
期
日
）

１

こ
の
告
示
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
第
八
条
の
改
正
規
定
及
び
別
表
第
一

の
改
正
規
定
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
告
示
の
施
行
の
際
現
に
作
業
環
境
測
定
法
第
五
条
に
規
定
す
る
試
験
に
合
格
し
て
い
る
者
が
第
二
条
の
規
定

に
よ
る
改
正
後
の
作
業
環
境
測
定
士
規
程
第
三
条
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
講
習
の
科
目
の
う
ち
作
業
環
境
に
つ
い
て

行
う
デ
ザ
イ
ン
及
び
サ
ン
プ
リ
ン
グ
の
実
務
の
う
ち
個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
法
に
係
る
も
の
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合

に
お
い
て
は
、
当
該
科
目
に
係
る
同
表
の
中
欄
中
「
簡
易
測
定
機
器
と
そ
の
取
扱
い
」
と
あ
る
の
は
「
簡
易
測
定
機

器
と
そ
の
取
扱
い

関
係
法
令
」
と
、
当
該
科
目
に
係
る
同
表
の
下
欄
中
「
八
時
間
」
と
あ
る
の
は
「
九
時
間
」
と

、
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
生
じ
た
放
射
性
物
質
に
よ
り
汚
染
さ
れ
た
土
壌
等
を
除
染
す
る
た
め
の
業
務
等
に
係
る
電

離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
第
二
条
第
七
項
等
の
規
定
に
基
づ
く
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
方
法
、
基
準
及
び
区
分
の

一
部
改
正
）

３

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
生
じ
た
放
射
性
物
質
に
よ
り
汚
染
さ
れ
た
土
壌
等
を
除
染
す
る
た
め
の
業
務
等
に
係
る
電

離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
第
二
条
第
七
項
等
の
規
定
に
基
づ
く
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
方
法
、
基
準
及
び
区
分
（



平
成
二
十
三
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
六
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
平
均
空
間
線
量
率
の
計
算
方
法
）

（
平
均
空
間
線
量
率
の
計
算
方
法
）

第
二
条

（
略
）

第
二
条

（
略
）

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

空
間
線
量
率
の
測
定
に
用
い
る
測
定
機
器
に
つ
い
て
は
、
作
業
環
境
測

四

空
間
線
量
率
の
測
定
に
用
い
る
測
定
機
器
に
つ
い
て
は
、
作
業
環
境
測

定
基
準
第
八
条
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定

定
基
準
第
八
条
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
測
定
機
器
を
使
用
す
る
こ
と
。

め
る
測
定
機
器
を
使
用
す
る
こ
と
。



作
業
環
境
測
定
基
準
等
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

読
替
表

目
次

一

改
正
後
の
作
業
環
境
評
価
基
準
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
同
基
準
第
二
条
及
び
第
三
条
の
読
替
え
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１

二

改
正
後
の
イ
ン
ジ
ウ
ム
化
合
物
等
を
製
造
し
、
又
は
取
り
扱
う
作
業
場
に
お
い
て
労
働
者
に
使
用
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
呼
吸
用
保
護
具
第
三
号
の
規
定
に
よ
る

同
告
示
第
二
号
の
読
替
え
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
５



- 1 -

○

改
正
後
の
作
業
環
境
評
価
基
準
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
同
基
準
第
二
条
及
び
第
三
条
の
読
替
え

（
傍
線
部
は
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
読
替
部
分
）

読
替
後

読
替
前

（
測
定
結
果
の
評
価
）

（
測
定
結
果
の
評
価
）

第
二
条

労
働
安
全
衛
生
法
第
六
十
五
条
の
二
第
一
項
の
作
業
環
境
測
定
の

第
二
条

労
働
安
全
衛
生
法
第
六
十
五
条
の
二
第
一
項
の
作
業
環
境
測
定
の

結
果
の
評
価
は
、
単
位
作
業
場
所
（
作
業
環
境
測
定
基
準
（
昭
和
五
十
一

結
果
の
評
価
は
、
単
位
作
業
場
所
（
作
業
環
境
測
定
基
準
（
昭
和
五
十
一

年
労
働
省
告
示
第
四
十
六
号
）
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
単
位

年
労
働
省
告
示
第
四
十
六
号
）
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
単
位

作
業
場
所
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
ご
と
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合

作
業
場
所
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
ご
と
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合

に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

第
一
管
理
区
分
か
ら
第
三
管
理
区
分
ま
で
に
区
分
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う

第
一
管
理
区
分
か
ら
第
三
管
理
区
分
ま
で
に
区
分
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う

も
の
と
す
る
。

も
の
と
す
る
。

一

Ｃ
測
定
（
作
業
環
境
測
定
基
準
第
十
条
第
五
項
第
一
号
か
ら
第
四
号

一

Ａ
測
定
（
作
業
環
境
測
定
基
準
第
二
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
二
号

ま
で
の
規
定
に
よ
り
行
う
測
定
（
作
業
環
境
測
定
基
準
第
十
一
条
第
三

ま
で
の
規
定
に
よ
り
行
う
測
定
（
作
業
環
境
測
定
基
準
第
十
条
第
四
項

項
及
び
第
十
三
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
を
い

、
第
十
条
の
二
第
二
項
、
第
十
一
条
第
二
項
及
び
第
十
三
条
第
四
項
に

う
。
以
下
同
じ
。
）
の
み
を
行
つ
た
場
合

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
み
を

行
つ
た
場
合

評
価
値
と
測
定
対
象
物
に
係
る
別
表
に
掲
げ
る
管
理

評
価
値
と
測
定
対
象
物
に
係
る
別
表
に
掲
げ
る
管
理

管
理
区
分

管
理
区
分

濃
度
と
の
比
較
の
結
果

濃
度
と
の
比
較
の
結
果

第
一
管
理
区
分

第
一
評
価
値
が
管
理
濃
度
に
満
た
な
い
場
合

第
一
管
理
区
分

第
一
評
価
値
が
管
理
濃
度
に
満
た
な
い
場
合

第
二
管
理
区
分

第
一
評
価
値
が
管
理
濃
度
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
第

第
二
管
理
区
分

第
一
評
価
値
が
管
理
濃
度
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
第

二
評
価
値
が
管
理
濃
度
以
下
で
あ
る
場
合

二
評
価
値
が
管
理
濃
度
以
下
で
あ
る
場
合

第
三
管
理
区
分

第
二
評
価
値
が
管
理
濃
度
を
超
え
る
場
合

第
三
管
理
区
分

第
二
評
価
値
が
管
理
濃
度
を
超
え
る
場
合

二

Ｃ
測
定
及
び
Ｄ
測
定
（
作
業
環
境
測
定
基
準
第
十
条
第
五
項
第
五
号

二

Ａ
測
定
及
び
Ｂ
測
定
（
作
業
環
境
測
定
基
準
第
二
条
第
一
項
第
二
号

及
び
第
六
号
の
規
定
に
よ
り
行
う
測
定
（
作
業
環
境
測
定
基
準
第
十
一

の
二
の
規
定
に
よ
り
行
う
測
定
（
作
業
環
境
測
定
基
準
第
十
条
第
四
項

条
第
三
項
及
び
第
十
三
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

、
第
十
条
の
二
第
二
項
、
第
十
一
条
第
二
項
及
び
第
十
三
条
第
四
項
に

）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
行
つ
た
場
合

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
行
つ

た
場
合

評
価
値
又
は
Ｄ
測
定
の
測
定
値
と
測
定
対
象
物
に
係

評
価
値
又
は
Ｂ
測
定
の
測
定
値
と
測
定
対
象
物
に
係

管
理
区
分

管
理
区
分
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る
別
表
に
掲
げ
る
管
理
濃
度
と
の
比
較
の
結
果

る
別
表
に
掲
げ
る
管
理
濃
度
と
の
比
較
の
結
果

第
一
管
理
区
分

第
一
評
価
値
及
び
Ｄ
測
定
の
測
定
値
（
二
人
以
上
の

第
一
管
理
区
分

第
一
評
価
値
及
び
Ｂ
測
定
の
測
定
値
（
二
以
上
の
測

者
に
対
し
て
Ｄ
測
定
を
実
施
し
た
場
合
に
は
、
そ
の

定
点
に
お
い
て
Ｂ
測
定
を
実
施
し
た
場
合
に
は
、
そ

う
ち
の
最
大
値
。
以
下
同
じ
。
）
が
管
理
濃
度
に
満

の
う
ち
の
最
大
値
。
以
下
同
じ
。
）
が
管
理
濃
度
に

た
な
い
場
合

満
た
な
い
場
合

第
二
管
理
区
分

第
二
評
価
値
が
管
理
濃
度
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
Ｄ

第
二
管
理
区
分

第
二
評
価
値
が
管
理
濃
度
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
Ｂ

測
定
の
測
定
値
が
管
理
濃
度
の
一
・
五
倍
以
下
で
あ

測
定
の
測
定
値
が
管
理
濃
度
の
一
・
五
倍
以
下
で
あ

る
場
合
（
第
一
管
理
区
分
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く

る
場
合
（
第
一
管
理
区
分
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く

。
）

。
）

第
三
管
理
区
分

第
二
評
価
値
が
管
理
濃
度
を
超
え
る
場
合
又
は
Ｄ
測

第
三
管
理
区
分

第
二
評
価
値
が
管
理
濃
度
を
超
え
る
場
合
又
は
Ｂ
測

定
の
測
定
値
が
管
理
濃
度
の
一
・
五
倍
を
超
え
る
場

定
の
測
定
値
が
管
理
濃
度
の
一
・
五
倍
を
超
え
る
場

合

合

２

測
定
対
象
物
の
濃
度
が
当
該
測
定
で
採
用
し
た
試
料
採
取
方
法
及
び
分

２

測
定
対
象
物
の
濃
度
が
当
該
測
定
で
採
用
し
た
試
料
採
取
方
法
及
び
分

析
方
法
に
よ
つ
て
求
め
ら
れ
る
定
量
下
限
の
値
に
満
た
な
い
測
定
値
が
あ

析
方
法
に
よ
つ
て
求
め
ら
れ
る
定
量
下
限
の
値
に
満
た
な
い
測
定
点
が
あ

る
単
位
作
業
場
所
に
あ
つ
て
は
、
当
該
定
量
下
限
の
値
を
当
該
測
定
値
と

る
単
位
作
業
場
所
に
あ
つ
て
は
、
当
該
定
量
下
限
の
値
を
当
該
測
定
点
に

み
な
し
て
、
前
項
の
区
分
を
行
う
も
の
と
す
る
。

お
け
る
測
定
値
と
み
な
し
て
、
前
項
の
区
分
を
行
う
も
の
と
す
る
。

３

測
定
値
が
管
理
濃
度
の
十
分
の
一
に
満
た
な
い
測
定
値
が
あ
る
単
位
作

３

測
定
値
が
管
理
濃
度
の
十
分
の
一
に
満
た
な
い
測
定
点
が
あ
る
単
位
作

業
場
所
に
あ
つ
て
は
、
管
理
濃
度
の
十
分
の
一
を
当
該
測
定
値
と
み
な
し

業
場
所
に
あ
つ
て
は
、
管
理
濃
度
の
十
分
の
一
を
当
該
測
定
点
に
お
け
る

て
、
第
一
項
の
区
分
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

測
定
値
と
み
な
し
て
、
第
一
項
の
区
分
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

４

労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
別
表
第
六
の
二
第
一
号
か
ら
第
四
十
七
号
ま

４

労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
別
表
第
六
の
二
第
一
号
か
ら
第
四
十
七
号
ま

で
に
掲
げ
る
有
機
溶
剤
（
特
定
化
学
物
質
障
害
予
防
規
則
（
昭
和
四
十
七

で
に
掲
げ
る
有
機
溶
剤
（
特
定
化
学
物
質
障
害
予
防
規
則
（
昭
和
四
十
七

年
労
働
省
令
第
三
十
九
号
）
第
三
十
六
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
有
機

年
労
働
省
令
第
三
十
九
号
）
第
三
十
六
条
の
五
に
お
い
て
準
用
す
る
有
機

溶
剤
中
毒
予
防
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
六
号
）
第
二
十

溶
剤
中
毒
予
防
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
六
号
）
第
二
十

八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
作
業
環
境
測
定
の
結
果
の
評
価
に
あ
つ

八
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
作
業
環
境
測
定
の
結
果
の
評
価
に
あ
つ

て
は
、
特
定
化
学
物
質
障
害
予
防
規
則
第
二
条
第
一
項
第
三
号
の
二
に
規

て
は
、
特
定
化
学
物
質
障
害
予
防
規
則
第
二
条
第
一
項
第
三
号
の
二
に
規

定
す
る
特
別
有
機
溶
剤
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
二

定
す
る
特
別
有
機
溶
剤
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
二

種
類
以
上
含
有
す
る
混
合
物
に
係
る
単
位
作
業
場
所
に
あ
つ
て
は
、
測
定

種
類
以
上
含
有
す
る
混
合
物
に
係
る
単
位
作
業
場
所
に
あ
つ
て
は
、
測
定

値
ご
と
に
、
次
の
式
に
よ
り
計
算
し
て
得
た
換
算
値
を
当
該
測
定
値
と
み

点
ご
と
に
、
次
の
式
に
よ
り
計
算
し
て
得
た
換
算
値
を
当
該
測
定
点
に
お

な
し
て
、
第
一
項
の
区
分
を
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

け
る
測
定
値
と
み
な
し
て
、
第
一
項
の
区
分
を
行
う
も
の
と
す
る
。
こ
の

管
理
濃
度
に
相
当
す
る
値
は
、
一
と
す
る
も
の
と
す
る
。

場
合
に
お
い
て
、
管
理
濃
度
に
相
当
す
る
値
は
、
一
と
す
る
も
の
と
す
る
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。

Ｃ
１
Ｃ

２
Ｃ

１
Ｃ

２

Ｃ

＝
―
＋
―
＋
…
…

Ｃ

＝
―
＋
―
＋
…
…

Ｅ
１
Ｅ

２
Ｅ

１
Ｅ

２

こ
の
式
に
お
い
て
、

、

、

…
…
及
び

、

…
…
は
、
そ
れ

こ
の
式
に
お
い
て
、

、

、

…
…
及
び

、

…
…
は
、
そ
れ

Ｃ

Ｃ１

Ｃ２

Ｅ１

Ｅ２

Ｃ

Ｃ１

Ｃ２

Ｅ１

Ｅ２

ぞ
れ
次
の
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

ぞ
れ
次
の
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

換
算
値

換
算
値

Ｃ

Ｃ

、

…
…

有
機
溶
剤
の
種
類
ご
と
の
測
定
値

、

…
…

有
機
溶
剤
の
種
類
ご
と
の
測
定
値

Ｃ１

Ｃ２

Ｃ１

Ｃ２

、

２

…
…

有
機
溶
剤
の
種
類
ご
と
の
管
理
濃
度

、

２

…
…

有
機
溶
剤
の
種
類
ご
と
の
管
理
濃
度

Ｅ１

Ｅ

Ｅ１

Ｅ

（
評
価
値
の
計
算
）

（
評
価
値
の
計
算
）

第
三
条

前
条
第
一
項
の
第
一
評
価
値
及
び
第
二
評
価
値
は
、
次
の
式
に
よ

第
三
条

前
条
第
一
項
の
第
一
評
価
値
及
び
第
二
評
価
値
は
、
次
の
式
に
よ

り
計
算
す
る
も
の
と
す
る
。

り
計
算
す
る
も
の
と
す
る
。

l
o
g
Ｅ
Ｃ

１

＝l
o
g
Ｍ

１

＋1
.
6
4
5
√

（l
o
g

２σ
１

＋0
.
0
8
4

）

l
o
g
Ｅ
Ａ

１

＝l
o
g
Ｍ

１

＋1
.
6
4
5
√

（l
o
g

２σ
１

＋0
.
0
8
4

）

l
o
g
Ｅ
Ｃ

２

＝l
o
g
Ｍ

１

＋1
.
1
5
1

（l
o
g

２σ
１

＋0
.
0
8
4

）

l
o
g
Ｅ
Ａ

２

＝l
o
g
Ｍ

１

＋1
.
1
5
1

（l
o
g

２σ
１

＋0
.
0
8
4

）

こ
れ
ら
の
式
に
お
い
て
、

、

、

及
び

は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の

こ
れ
ら
の
式
に
お
い
て
、

、

、

及
び

は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の

ＥＣ１

Ｍ１

σ１

ＥＣ２

ＥＡ１

Ｍ１

σ１

ＥＡ２

値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

第
一
評
価
値

第
一
評
価
値

ＥＣ１

ＥＡ１

Ｃ
測
定
の
測
定
値
の
幾
何
平
均
値

Ａ
測
定
の
測
定
値
の
幾
何
平
均
値

Ｍ１

Ｍ１

Ｃ
測
定
の
測
定
値
の
幾
何
標
準
偏
差

Ａ
測
定
の
測
定
値
の
幾
何
標
準
偏
差

σ１

σ１

第
二
評
価
値

第
二
評
価
値

ＥＣ２

ＥＡ２

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
連
続
す
る
二
作
業
日
（
連
続
す
る
二
作

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
連
続
す
る
二
作
業
日
（
連
続
す
る
二
作

業
日
に
つ
い
て
測
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
合
理
的
な
理
由
が
あ
る
場

業
日
に
つ
い
て
測
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
合
理
的
な
理
由
が
あ
る
場

合
に
あ
つ
て
は
、
必
要
最
小
限
の
間
隔
を
空
け
た
二
作
業
日
）
に
測
定
を

合
に
あ
つ
て
は
、
必
要
最
小
限
の
間
隔
を
空
け
た
二
作
業
日
）
に
測
定
を

行
つ
た
と
き
は
、
第
一
評
価
値
及
び
第
二
評
価
値
は
、
次
の
式
に
よ
り
計

行
つ
た
と
き
は
、
第
一
評
価
値
及
び
第
二
評
価
値
は
、
次
の
式
に
よ
り
計

算
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

算
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

l
o
g
Ｅ
Ｃ

１

＝
（1

/
2

）
（l

o
g
Ｍ

１

＋l
o
g
Ｍ

２

）
＋1

.
6
4
5
√

（
（1

/
2

）
（l

o
l
o
g
Ｅ
Ａ

１

＝
（1

/
2

）
（l

o
g
Ｍ

１

＋l
o
g
Ｍ

２

）
＋1

.
6
4
5
√

（
（1

/
2

）
（l

g

２σ
１

＋l
o
g

２σ
２

）
＋
（1

/
2

）
（l

o
g
Ｍ

１

－l
o
g
Ｍ

２

）
２

）

o
g

２σ
１

＋l
o
g

２σ
２

）
＋
（1

/
2

）
（l

o
g
Ｍ

１

－l
o
g
Ｍ

２

）
２

）

こ
れ
ら
の
式
に
お
い
て
、

、

、

、

、

及
び

は
、
そ
れ

こ
れ
ら
の
式
に
お
い
て
、

、

、

、

、

及
び

は
、
そ
れ

ＥＣ１

Ｍ１

Ｍ２

σ１

σ２

ＥＣ２

ＥＡ１

Ｍ１

Ｍ２

σ１

σ２

ＥＡ２
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ぞ
れ
次
の
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

ぞ
れ
次
の
値
を
表
す
も
の
と
す
る
。

第
一
評
価
値

第
一
評
価
値

ＥＣ１

ＥＡ１

一
日
目
の
Ｃ
測
定
の
測
定
値
の
幾
何
平
均
値

一
日
目
の
Ａ
測
定
の
測
定
値
の
幾
何
平
均
値

Ｍ１

Ｍ１

二
日
目
の
Ｃ
測
定
の
測
定
値
の
幾
何
平
均
値

二
日
目
の
Ａ
測
定
の
測
定
値
の
幾
何
平
均
値

Ｍ２

Ｍ２

一
日
目
の
Ｃ
測
定
の
測
定
値
の
幾
何
標
準
偏
差

一
日
目
の
Ａ
測
定
の
測
定
値
の
幾
何
標
準
偏
差

σ１

σ１

二
日
目
の
Ｃ
測
定
の
測
定
値
の
幾
何
標
準
偏
差

二
日
目
の
Ａ
測
定
の
測
定
値
の
幾
何
標
準
偏
差

σ２

σ２

第
二
評
価
値

第
二
評
価
値

ＥＣ２

ＥＡ２
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○

改
正
後
の
イ
ン
ジ
ウ
ム
化
合
物
等
を
製
造
し
、
又
は
取
り
扱
う
作
業
場
に
お
い
て
労
働
者
に
使
用
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
呼
吸
用
保
護
具
第
三
号
の
規
定

に
よ
る
同
告
示
第
二
号
の
読
替
え

（
傍
線
部
分
は
第
三
号
に
よ
る
読
替
部
分
）

読
替
後

読
替
前

二

前
号
の
値
は
、
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ

二

前
号
の
値
は
、
次
の
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
当
該
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

れ
当
該
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

イ

Ｃ
測
定
（
作
業
環
境
測
定
基
準
第
十
条
第
五
項
第
一
号
か
ら
第
四

イ

Ａ
測
定
（
作
業
環
境
測
定
基
準
第
十
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す

号
ま
で
の
規
定
に
よ
り
行
う
測
定
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
み
を

る
作
業
環
境
測
定
基
準
第
二
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
二
号
ま
で
の

行
っ
た
場
合

空
気
中
の
イ
ン
ジ
ウ
ム
の
濃
度
の
第
一
評
価
値
（
作

規
定
に
よ
り
行
う
測
定
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
み
を
行
っ
た
場

業
環
境
評
価
基
準
（
昭
和
六
十
三
年
労
働
省
告
示
第
七
十
九
号
）
第

合

空
気
中
の
イ
ン
ジ
ウ
ム
の
濃
度
の
第
一
評
価
値
（
作
業
環
境
評

四
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
作
業
環
境
評
価
基
準
第
二
条

価
基
準
（
昭
和
六
十
三
年
労
働
省
告
示
第
七
十
九
号
）
第
二
条
第
一

第
一
項
の
第
一
評
価
値
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

項
の
第
一
評
価
値
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

ロ

Ｃ
測
定
及
び
Ｄ
測
定
（
作
業
環
境
測
定
基
準
第
十
条
第
五
項
第
五

ロ

Ａ
測
定
及
び
Ｂ
測
定
（
作
業
環
境
測
定
基
準
第
十
条
第
四
項
に
お

号
及
び
第
六
号
の
規
定
に
よ
り
行
う
測
定
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

い
て
準
用
す
る
作
業
環
境
測
定
基
準
第
二
条
第
一
項
第
二
号
の
二
の

を
行
っ
た
場
合

空
気
中
の
イ
ン
ジ
ウ
ム
の
濃
度
の
第
一
評
価
値
又

規
定
に
よ
り
行
う
測
定
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
行
っ
た
場
合

は
Ｄ
測
定
の
測
定
値
（
二
人
以
上
の
者
に
対
し
て
Ｄ
測
定
を
実
施
し

空
気
中
の
イ
ン
ジ
ウ
ム
の
濃
度
の
第
一
評
価
値
又
は
Ｂ
測
定
の
測
定

た
場
合
に
は
、
そ
の
う
ち
の
最
大
値
）
の
う
ち
い
ず
れ
か
大
き
い
値

値
（
二
以
上
の
測
定
点
に
お
い
て
Ｂ
測
定
を
実
施
し
た
場
合
に
は
、

そ
の
う
ち
の
最
大
値
）
の
う
ち
い
ず
れ
か
大
き
い
値




